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(57)【要約】
【課題】照明装置の大型化を抑制すること、及び、コス
トアップを抑制することを実現したソケット及びこれを
用いた照明器具を提供することを目的としている。
【解決手段】第１の開口部及び第１の空間を有し、第１
の直管形照明ランプの口金側が取り付けられる第１の筐
体と第２の開口部及び第２の空間を有し、第２の直管形
照明ランプの口金側が取り付けられる第２の筐体と、第
１の筐体の第１の空間及び第２の筐体の第２の空間にそ
れぞれ設けられ、ランプピンに電気的に接続される複数
のピン接触片と、第１の筐体の第１の開口部と第２の筐
体の第２の開口部とに着脱自在に設けられ、第１の空間
と第２の空間とを仕切る蓋体と、を有するものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺状の発光管と、前記発光管の端部に取り付けられ、ランプピンが設けられた口金と
を有する直管形照明ランプが取り付けられるソケットであって、
　第１の開口部及び第１の空間を有し、第１の直管形照明ランプの前記口金側が取り付け
られる第１の筐体と
　第２の開口部及び第２の空間を有し、第２の直管形照明ランプの前記口金側が取り付け
られる第２の筐体と、
　前記第１の筐体の前記第１の空間及び前記第２の筐体の前記第２の空間にそれぞれ設け
られ、前記ランプピンに電気的に接続される複数のピン接触片と、
　前記第１の筐体の前記第１の開口部と前記第２の筐体の前記第２の開口部とに着脱自在
に設けられ、前記第１の空間と前記第２の空間とを仕切る蓋体と、
　を有する
　ことを特徴とするソケット。
【請求項２】
　前記蓋体には、
　前記第１の空間と前記第２の空間とを連通するスリットが形成され、
　前記複数のピン接触片のうちの一つである第１のピン接触片は、
　前記第１の空間に設けられ、前記第１の直管形照明ランプが前記第１の筐体に取り付け
られたときに前記第１の直管形照明ランプの前記ランプピンと接触する第１のピン受け部
と、
　前記第２の空間に設けられ、前記第２の直管形照明ランプが前記第２の筐体に取り付け
られたときに前記第２の直管形照明ランプの前記ランプピンと接触する第２のピン受け部
と、
　前記スリットを通って前記第１の空間及び前記第２の空間に跨がるように設けられ、前
記第１のピン受け部と前記第２のピン受け部とを接続する接続部とを有する
　ことを特徴とする請求項１に記載のソケット。
【請求項３】
　前記複数のピン接触片のうちの一つである第２のピン接触片は、
　前記第１のピン受け部と対をなすように、前記第１の空間の前記第１のピン受け部の対
向位置に設けられ、
　前記複数のピン接触片のうちの一つである第３のピン接触片は、
　前記第２のピン受け部と対をなすように、前記第２の空間の前記第２のピン受け部の対
向位置に設けられた
　ことを特徴とする請求項２に記載のソケット。
【請求項４】
　前記第１の筐体は、
　第１の開口部と、
　前記第１の開口部に回転自在に取り付けられ、前記第１の直管形照明ランプの前記ラン
プピンが挿入される凹部を有し、前記第１の直管形照明ランプの回転とともに前記第１の
筐体に対し回転する第１の回転子とを有し、
　前記第２の筐体は、
　第２の開口部と、　
　前記第２の開口部に回転自在に取り付けられ、前記第２の直管形照明ランプの前記ラン
プピンが挿入される凹部を有し、前記第２の直管形照明ランプの回転とともに前記第２の
筐体に対し回転する第２の回転子とを有する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のソケット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の第１のソケットと、
　前記第１のソケットが取り付けられた器具本体と、
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　前記第１のソケットを介して前記直管形照明ランプに電力を供給する電源装置と、
　を備えた
　ことを特徴とする照明器具。
【請求項６】
　前記第１のソケットの有する第１の筐体又は第２の筐体と、前記第１のソケットの有す
る第１の回転子又は第２の回転子と、前記第１のソケットの有する第２のピン接触片及び
第３のピン接触片と、を有する第２のソケットをさらに備えた
　ことを特徴とする請求項３に従属する請求項４に従属する請求項５に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直管形照明ランプを保持するソケット及びこれを用いた照明器具に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　照明器具には、直管形照明ランプの口金部分を支持するソケットが設けられている。こ
こで、直管形照明ランプを、長手方向に複数並べて配置するために、ソケットを連結する
連結部品が提案されている（たとえば、特許文献１参照）。特許文献１に記載の連結部品
は、一方の直管形照明ランプの端部の口金を支持するソケットが連結部品本体の一方側に
嵌められ、他方の直管形照明ランプの端部の口金を支持するソケットが連結部品本体の他
方側に嵌め込まれるようになっている。
【０００３】
　また、ランプソケット本体の両面に直管蛍光ランプを取り付けられる構造を有するラン
プソケット（以下、共用ランプソケットとも称する）がある（たとえば、特許文献２参照
）。特許文献２に記載の技術は、ソケット本体の一端側に、一方の直管形照明ランプの端
部の口金が取り付けられる第１の構造が形成され、他端側に他方の直管形照明ランプの端
部の口金が取り付けられる第２の構造が形成されているものである。また、第１の構造側
と第２の構造側とを仕切るように蓋体が形成されている。特許文献２に記載の技術では、
第１の構造、第２の構造及び蓋体が一体的に形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－２２３０１５号公報（たとえば、要約書参照）
【特許文献２】特許第４２９５０３９号公報（たとえば、図４参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術は、ソケットを取り付ける連結部品の分だけ長手方向の厚みが
増加してしまい、直管形照明ランプが設置される照明装置が大型化してしまうという課題
がある。
【０００６】
　特許文献２に記載の技術は、共用ランプソケットとは別のランプソケット（以下では、
非共用ランプソケットとも称する）を、共用ランプソケットの部材を流用して製造しにく
い。具体的には、照明装置には、共用ランプソケット以外に、一方の直管形照明ランプ及
び他方の直管形照明ランプの端部を支持する非共用ランプソケットが取り付けられている
。しかし、共用ランプソケットは、第１の構造、第２の構造及び蓋体が一体的に形成され
ているものである。このため、第１の構造（又は第２の構造）及び蓋体を要する非共用ラ
ンプソケットを製造するにあたって、第２の構造（又は第１の構造）が一体形成されてし
まっている共用ランプソケットを使用することができず、製造コストが増大するという課
題がある。また、一対のランプソケットを設計する手間が増大する分、開発コストも増大
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してしまうという課題がある。
【０００７】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、照明装置の大型化
を抑制すること、及び、コストアップを抑制することを実現したソケット及びこれを用い
た照明器具を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のソケットは、長尺状の発光管と、発光管の端部に取り付けられ、ランプピンが
設けられた口金とを有する直管形照明ランプが取り付けられるソケットであって、第１の
開口部及び第１の空間を有し、第１の直管形照明ランプの口金側が取り付けられる第１の
筐体と第２の開口部及び第２の空間を有し、第２の直管形照明ランプの口金側が取り付け
られる第２の筐体と、第１の筐体の第１の空間及び第２の筐体の第２の空間にそれぞれ設
けられ、ランプピンに電気的に接続される複数のピン接触片と、第１の筐体の第１の開口
部と第２の筐体の第２の開口部とに着脱自在に設けられ、第１の空間と第２の空間とを仕
切る蓋体と、を有するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のソケットによれば、上記構成を有しているため、照明装置の大型化を抑制する
こと、及び、コストアップを抑制することを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係る第１のソケットを用いた照明装置の斜視図である。
【図２】図１の照明装置に取り付けられた第１の直管形照明ランプ（第２の直管形照明ラ
ンプ）の一例を示す斜視図である。
【図３】図１に示す第１のソケットの一例の説明図である。
【図４】図１に示す第１のソケットの分解斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る第１のソケットの蓋体の斜視図である。
【図６】図５に示す第１のソケットの蓋体の平面図であって蓋体を模式的に示した図であ
る。
【図７】第１のピン接触片及び第２のピン接触片の斜視図である。
【図８】第３のピン接触片の斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る第２のソケットの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
実施の形態．
　以下、図面を参照しながら本発明のソケット及びこれを用いた照明装置の実施形態につ
いて説明する。図１は実施の形態に係る第１のソケット３０を用いた照明装置１０の斜視
図である。図１の照明装置１０は、たとえば天井に埋め込まれて室内に設置されるもので
あって、第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂを駆動して照
明を行うものである。この照明装置１０は、器具本体１１と、第１のソケット３０と、第
２のソケット８０と、図示省略の電源装置とを有している。なお、この電源装置は、第１
のソケット３０を介して第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０
Ｂに電力を供給するのに利用されるものである。
【００１２】
　器具本体１１は、第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂか
ら発せられる光を反射する反射板３が取り付けられている。器具本体１１の長手方向の両
端側には第２のソケット８０が配置されており、中央部には第１のソケット３０が配置さ
れている。
　第１のソケット３０の一方には、第１の直管形照明ランプ２０Ａが装着され、第１のソ
ケット３０の他方には、第２の直管形照明ランプ２０Ｂが装着される。照明装置１０には
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、２つの第１のソケット３０が設けられているとともに、４つの第２のソケット８０が設
けられ、２つずつ第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂが設
けられている。すなわち、照明装置１０には、直管形照明ランプを２本直列に配置したも
のが、２列併設されている。第１のソケット３０及び第２のソケット８０は、図示しない
点灯駆動装置に接続されており、点灯駆動装置から第１のソケット３０及び第２のソケッ
ト８０を介して第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂに電力
が供給される。
【００１３】
　図２は、図１の照明装置１０に取り付けられた第１の直管形照明ランプ２０Ａ（第２の
直管形照明ランプ２０Ｂ）の一例を示す斜視図である。図２の第１の直管形照明ランプ２
０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂは、たとえば直管形ＬＥＤランプであって、発光
管２０ａと、発光管２０ａの両端にそれぞれ設けられた第１の口金２１ａ及び第２の口金
２１ｂとを備える。
【００１４】
　ここで、昨今、直管蛍光ランプの代替として直管形ＬＥＤランプが販売されているが、
口金として従来の直管蛍光ランプと同じＧ１３口金が採用されているものが多い。そのた
め、従来の蛍光灯用照明器具に直管形ＬＥＤランプを取り付けることができるようになっ
ている。しかし、直管形ＬＥＤランプは、使用可能（取り付け可能）な照明器具が指定さ
れているものも多い（たとえば、電子安定器用、グロー安定器用など）。したがって、使
用可能でない照明器具にユーザーが間違って取り付ける可能性があり、取り付けた直管形
ＬＥＤランプ、安定器などが故障する恐れがある。このような間違いを防ぐために、従来
のＧ１３口金とは異なる新規な口金を備えた直管形ＬＥＤランプの規格が検討されている
（（社）日本電球工業会規格ＪＥＬ８０１、ＪＥＬ８０３、ＪＥＬ９０７）。
【００１５】
　このような背景から、第１の口金２１ａ及び第２の口金２１ｂは、ＪＥＬ８０１規格の
Ｌ形ピン口金ＧＸ１６ｔ－５、又はＪＥＬ８０３規格のＬ形ピン口金ＧＺ１６と呼ばれる
口金が採用されている。第１の口金２１ａは、直流電流が給電される給電側口金（給電端
子）であり、第２の口金２１ｂは、落下防止機能を備えた接地側口金（アース端子）であ
る。
【００１６】
　第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂは、ＬＥＤなどの複
数の半導体発光素子が長手方向に配列された構造を有する。発光管２０ａは、長尺状に形
成されたものであり、第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂ
がＬＥＤ照明である場合にはたとえば樹脂などで構成されるカバーで構成される。なお、
第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂは、蛍光灯でもよい。
蛍光灯である場合には、たとえば内周面に蛍光塗料などが塗布されたガラス管などで構成
される。第２の口金２１ｂには、１本のランプピン１３が取り付けられており、第２の口
金２１ｂは、第２のソケット８０側に装着される。一方、第１の口金２１ａは、第１のソ
ケット３０側に装着されるものであって、第１のソケット３０に嵌め込まれる凸部１５を
有するとともに、凸部１５上に１対のランプピン２３が取り付けられている。ランプピン
２３は、略Ｌ字状に形成されたものであって、発光管２０ａの軸方向に延びた軸部２３ａ
と、軸部２３ａの先端から外方に突出した抜け止め部２３ｂとを備えている。
【００１７】
　図３は、図１に示す第１のソケット３０の一例の説明図である。なお、図３（ａ）が斜
視図であり、図３（ｂ）が第１のソケット３０の縦断面図を模式的に示した図である。図
４は、図１に示す第１のソケット３０の分解斜視図である。図３及び図４を参照して第１
のソケット３０の第１の筐体３１ａ及び第１の回転子４０ａなどについて説明する。第１
のソケット３０は、第１の直管形照明ランプ２０Ａの第１の口金２１ａ及び第２の直管形
照明ランプ２０Ｂの第１の口金２１ａを保持するものであって、第１の筐体３１ａと、第
２の筐体３１ｂと、蓋体５０と、第１のピン接触片７０、第２のピン接触片６０Ａ、及び
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第３のピン接触片６０Ｂとを備えている。
【００１８】
　第１のソケット３０は、内部が中空に形成されている箱体である。ここで、第１の筐体
３１ａと蓋体５０とは着脱自在であり、また、第２の筐体３１ｂと蓋体５０とは着脱自在
であり、第１の筐体３１ａと、第２の筐体３１ｂと、蓋体５０とは別体である。
　より詳細には、第１の筐体３１ａ、第２の筐体３１ｂ及び蓋体５０は、第１の筐体３１
ａと蓋体５０が嵌合するとともに第２の筐体３１ｂと蓋体５０とが嵌合する。そして、第
１の筐体３１ａには、第１の開口部Ｔ１及び第１の空間Ｓ１が形成され、第２の筐体３１
ｂには、第２の開口部Ｔ２及び第２の空間Ｓ２が形成されている。そして、蓋体５０は、
第１の筐体３１ａの第１の開口部Ｔ１と第２の筐体３１ｂの第２の開口部Ｔ２とに着脱自
在に設けられ、第１の空間Ｓ１と第２の空間Ｓ２とを仕切るように設けられている。
　第１の空間Ｓ１には、第１の回転子４０ａ及び第２のピン接触片６０Ａなどが位置して
いる。また、第１の空間Ｓ１には、第１のピン接触片７０の一部も位置している。第１の
ピン接触片７０は、後述する図５、６の蓋体５０のスリット５２を通過して第１の空間Ｓ
１内にも入り込んでいる。また、第２の空間Ｓ２には、第２の回転子４０ｂ、第１のピン
接触片７０の一部、及び第３のピン接触片６０Ｂなどが位置している。第１の筐体３１ａ
、第２の筐体３１ｂ及び蓋体５０は、たとえばポリカーボネード、ポリブチレンテレフタ
レートなどの熱可塑性樹脂の絶縁材から構成される絶縁蓋である。
【００１９】
　第１の筐体３１ａには、第１の口金２１ａに対向する部位に、円形状の第１の開口部３
２が形成されており、第１の開口部３２に第１の回転子４０ａが配置される。また、第１
の開口部３２の上部には切欠部４２ａが形成されており、切欠部４２ａから第１の口金２
１ａの凸部１５（図２参照）がスライドして挿入されるようになっている。第１の筐体３
１ａの内周面には、蓋体５０と嵌合するのに利用される嵌合凸部（図示省略）が形成され
ている。第１の筐体３１ａには、照明装置１０の器具本体１１の取り付けられる側に器具
取付部３４ａが形成されている。
【００２０】
　第１の回転子４０ａは、外形略円柱状に形成されたものであって、たとえばポリカーボ
ネード、ポリブチレンテレフタレートなどの熱可塑性樹脂の絶縁材から構成されるもので
ある。第１の回転子４０ａは、第１の筐体３１ａ内において蓋体５０の回転保持部５３に
より回転自在に保持されており、第１の直管形照明ランプ２０Ａの第１の口金２１ａに接
触する略円板状の接触面４５ａを有している。また、第１の回転子４０ａには、接触面４
５ａを二分するように切り欠かれた凹部４６ａが形成されており、凹部４６ａには第１の
口金２１ａの凸部１５及びランプピン２３が切欠部４２ａから挿入される。そして、第１
の回転子４０ａは第１の直管形照明ランプ２０Ａの回転とともに第１の筐体３１ａ及び蓋
体５０に対して回転する。
【００２１】
　第２の筐体３１ｂは、第１の筐体３１ａと同様の形状を有するものである。すなわち、
第２の筐体３１ｂは、第１の口金２１ａに対向する部位に、円形状の第２の開口部（図示
省略）が形成されており、この第２の開口部に第２の回転子４０ｂが配置される。また、
第２の開口部の上部には切欠部４２ｂが形成されており、切欠部４２ｂから第１の口金２
１ａの凸部１５（図２参照）がスライドして挿入されるようになっている。第２の筐体３
１ｂの内周面には、蓋体５０と嵌合するのに利用される嵌合受部３３が形成されている。
第２の筐体３１ｂには、照明装置１０の器具本体１１の取り付けられる側に器具取付部３
４ｂが形成されている。
【００２２】
　第２の回転子４０ｂは、第１の回転子４０ａと同様の形状を有するものである。第２の
回転子４０ｂは、外形略円柱状に形成されたものであって、たとえばポリカーボネード、
ポリブチレンテレフタレートなどの熱可塑性樹脂の絶縁材から構成されるものである。第
２の回転子４０ｂは、第２の筐体３１ｂ内において蓋体５０の回転保持部５３により回転
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自在に保持されており、第２の直管形照明ランプ２０Ｂの第１の口金２１ａに接触する略
円板状の接触面４５ａを有している。また、第２の回転子４０ｂには、接触面４５ｂを二
分するように切り欠かれた凹部４６ｂが形成されており、凹部４６ｂには第１の口金２１
ａの凸部１５及びランプピン２３が切欠部４２ｂから挿入される。そして、第２の回転子
４０ｂは第２の直管形照明ランプ２０Ｂの回転とともに第２の筐体３１ｂ及び蓋体５０に
対して回転する。
【００２３】
　このように、第１のソケット３０の外郭は、蓋体５０を境として対称となるように形成
されている。すなわち、第１のソケット３０は、蓋体５０を境として形状が同じである第
１の筐体３１ａ及び第２の筐体３１ｂを有しているものである。
【００２４】
　また、照明装置１０の器具本体１１の取付面側となる器具取付部３４ａ及び器具取付部
３４ｂには、照明装置１０の電源装置と電気的に接続される電線が挿入される図示省略の
電線挿入孔が形成されている。この電線は、電線挿入穴を通り、第１のピン接触片７０の
速結端子部７１（図７参照）、第２のピン接触片６０Ａの速結端子部６１Ａ、及び第３の
ピン接触片６０Ｂの速結端子部６１Ｂ（図８参照）に電気的に接続される。このように、
第１のソケット３０には、第１のピン接触片７０、第２のピン接触片６０Ａ、及び第３の
ピン接触片６０Ｂの３つの速結端子部が設けられており、ソケット１つにつき３極接続す
ることができるように構成されている。
【００２５】
　図５は、実施の形態に係る第１のソケット３０の蓋体５０の斜視図である。図６は、図
５に示す第１のソケット３０の蓋体５０の平面図であって蓋体５０を模式的に示した図で
ある。図５及び図６を参照して、蓋体５０について説明する。
【００２６】
　蓋体５０には、後述する第１のピン接触片７０（図７参照）の接続部７３が挿入される
スリット５２が形成されている。スリット５２は、第１のピン接触片７０の第１のピン受
け部７２ａ及び接続部７３がスリット５２を通過できるように、たとえば第１のピン受け
部７２ａと同程度の長さとなるように長方形状に形成されている。なお、スリット５２の
形状は、第１のピン受け部７２ａ及び接続部７３を通すことができるのであれば、長方形
状に限定されるものではなく、たとえば、楕円形状であってもよい。
【００２７】
　蓋体５０は、一方の面に第１の回転子４０ａを保持する回転保持部５３が形成されると
ともに、他方の面に第２の回転子４０ｂを保持する回転保持部５３が形成されている（図
３（ｂ）参照）。
【００２８】
　また、蓋体５０には、第１の筐体３１ａ及び第２の筐体３１ｂに形成された一対の嵌合
受部３３と嵌合する一対の爪部５１が、一方側の面及び他方側の面に形成されている。さ
らに、蓋体５０には、第１の筐体３１ａ及び第２の筐体３１ｂと嵌合するのに利用される
爪部５５が、一方側の面及び他方側の面に形成されている。なお、図示は省略しているが
、第１の筐体３１ａ及び第２の筐体３１ｂは、それぞれの爪部５５と嵌合するように構成
されている。このように、蓋体５０は、一対の嵌合部５４及び爪部５５で第１の筐体３１
ａ及び第２の筐体３１ｂと嵌合している。
　ピン接続部６０は、第１の筐体３１ａ及び蓋体５０により形成される第１の空間Ｓ１、
及び第２の筐体３１ｂ及び蓋体５０により形成される第２の空間Ｓ２にそれぞれ設けられ
、ランプピン２３に電気的に接続されるものである。ピン接続部６０は、たとえばりん青
銅などの導通性のある板状部材から構成される。なお、ピン接続部６０は、第１のピン接
触片７０と、第２のピン接触片６０Ａと、第３のピン接触片６０Ｂとを有し、これらを総
称する構成である。
【００２９】
　図７は、第１のピン接触片７０及び第２のピン接触片６０Ａの斜視図である。図８は、
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第３のピン接触片６０Ｂの斜視図である。
　第１のピン接触片７０は、第１のピン受け部７２ａと、第２のピン受け部７２ｂと、接
続部７３と、速結端子部７１とを有し、これらが、たとえば一体的に形成されているもの
である。第１のピン受け部７２ａは、蓋体５０のスリット５２を通過して第１の空間Ｓ１
に設けられ、第１の直管形照明ランプ２０Ａが第１の筐体３１ａに取り付けられたときに
第１の直管形照明ランプ２０Ａのランプピン２３と接触するものである。第１のピン受け
部７２ａは、一端側が接続部７３の一端側に接続され、接続部７３との接続位置から第１
の回転子４０ａ側に延びるように形成された板状部材である。第２のピン受け部７２ｂは
、蓋体５０のスリット５２は通過せず、第２の空間Ｓ２に設けられ、第２の直管形照明ラ
ンプ２０Ｂが第２の筐体３１ｂに取り付けられたときに第２の直管形照明ランプ２０Ｂの
ランプピン２３と接触するものである。第２のピン受け部７２ｂは、一端側が接続部７３
の他端側に接続され、接続部７３との接続位置から第２の回転子４０ｂ側に延びるように
形成された板状部材である。
【００３０】
　接続部７３は、蓋体５０のスリット５２を通って第１の空間Ｓ１及び第２の空間Ｓ２に
跨がるように設けられ、第１のピン受け部７２ａと第２のピン受け部７２ｂとを接続する
ものである。接続部７３は、第１の空間Ｓ１側から第２の空間Ｓ２側に向かう方向に延び
るように形成された板状部材である。
　速結端子部７１は、上述した電線挿入孔を通る電線に接続されるものである。速結端子
部７１は、たとえば第２の筐体３１ｂに支持されるものである。なお、第２の筐体３１ｂ
に支持される構造ではなく、蓋体５０に支持される構造であってもよい。
【００３１】
　第２のピン接触片６０Ａは、ピン受け部６２Ａが第１のピン受け部７２ａと対をなすよ
うに、第１の空間Ｓ１の第１のピン受け部７２ａの対向位置に設けられるものである。す
なわち、第２のピン接触片６０Ａは、第１の空間Ｓ１に設けられ、第１の直管形照明ラン
プ２０Ａが第１の筐体３１ａに取り付けられたときに、第１の直管形照明ランプ２０Ａの
ランプピン２３とピン受け部６２Ａで接触するものである。第２のピン接触片６０Ａは、
一端側に速結端子部６１Ａが形成され、他端側にピン受け部６２Ａが形成されている。ピ
ン受け部６２Ａは、第１のピン受け部７２ａと同様の形状を有する板状部材である。
【００３２】
　第３のピン接触片６０Ｂは、第２のピン接触片６０Ａと同様の形状を有しているもので
ある。そして、第３のピン接触片６０Ｂは、ピン受け部６２Ｂが第２のピン受け部７２ｂ
と対をなすように、第２の空間Ｓ２の第２のピン受け部７２ｂの対向位置に設けられるも
のである。第３のピン接触片６０Ｂは、第２の空間Ｓ２に設けられ、第２の直管形照明ラ
ンプ２０Ｂが第２の筐体３１ｂに取り付けられたときに、第２の直管形照明ランプ２０Ｂ
のランプピン２３とピン受け部６２Ｂで接触するものである。第３のピン接触片６０Ｂは
、一端側に速結端子部６１Ｂが形成され、他端側にピン受け部６２Ｂが形成されている。
ピン受け部６２Ｂは、第２のピン受け部７２ｂと同様の形状を有する板状部材である。
【００３３】
　第１のピン受け部７２ａ及びピン受け部６２Ａは、ランプピン２３の軸部２３ａに接触
するものであって、第１の空間Ｓ１側から第２の空間Ｓ２側に向かう方向の幅が軸部２３
ａの長さよりも短く形成されている。そして、第１のピン受け部７２ａ及びピン受け部６
２Ａは、ピン受け部６２Ａが延びる方向における中央部分に軸部２３ａが嵌り込む段差部
７２ａ１及び段差部６２Ａ１が形成されている。このように、段差部７２ａ１及び段差部
６２Ａ１が形成されていることにより、ランプピン２３と第１のピン受け部７２ａ及びピ
ン受け部６２Ａとの接続信頼性を向上させることができる。
【００３４】
　第２のピン受け部７２ｂ及びピン受け部６２Ｂについても同様である。すなわち、第２
のピン受け部７２ｂ及びピン受け部６２Ｂは、ランプピン２３の軸部２３ａに接触するも
のであって、第１の空間Ｓ１側から第２の空間Ｓ２側に向かう方向の幅が軸部２３ａの長



(9) JP 2015-146261 A 2015.8.13

10

20

30

40

50

さよりも短く形成されている。そして、第２のピン受け部７２ｂ及びピン受け部６２Ｂは
、ピン受け部６２Ｂが延びる方向における中央部分に軸部２３ａが嵌り込む段差部７２ｂ
１及び段差部６２Ｂ１が形成されている。このように、段差部７２ｂ１及び段差部６２Ｂ
１が形成されていることにより、ランプピン２３と第２のピン受け部７２ｂ及びピン受け
部６２Ｂとの接続信頼性を向上させることができる。
【００３５】
　図９は、本実施の形態に係る第２のソケット８０の分解斜視図である。第２のソケット
８０は、第１の直管形照明ランプ２０Ａ及び第２の直管形照明ランプ２０Ｂのうちの第１
のソケット３０に取り付けられていない側の第２の口金２１ｂが取り付けられるものであ
る。図９に示すように、第２のソケット８０は、筐体３１ｃと、回転子４０ｃと、２つの
ピン接触片６０Ｃと、蓋体８１とを有しているものである。
【００３６】
　筐体３１ｃは、第１のソケット３０の第１の筐体３１ａ及び第２の筐体３１ｂと同様の
形状を有するものである。そして、筐体３１ｃは、蓋体８１に着脱自在に取り付けられる
ものである。また、回転子４０ｃは、第１のソケット３０の第１の回転子４０ａ及び第２
の回転子４０ｂと同様の形状を有するものである。さらに、ピン接触片６０Ｃは、第２の
ピン接触片６０Ａ及び第３のピン接触片６０Ｂと同様の形状を有するものである。
　このように、第２のソケット８０は、第１のソケット３０の大部分の部品を流用するこ
とで製造することができるようになっている。すなわち、第２のソケット８０は、第１の
ソケット３０の第１の筐体３１ａ（又は第２の筐体３１ｂ）、第１の回転子４０ａ（又は
第２の回転子４０ｂ）、及び第２のピン接触片６０Ａ（又は第３のピン接触片６０Ｂ）を
流用することで製造することができる。なお、図９に示す開口部Ｔ３は、第１の開口部Ｔ
１（又は第２の開口部Ｔ２）に対応する。
【００３７】
　なお、第２のソケット８０は、蓋体８１については第１のソケット３０の蓋体５０とは
形状が異なっている。ただし、蓋体８１は、蓋体５０の一方側の面、或いは他方側の面と
同様の形状を有しているので、蓋体５０とは形状が異なるものの、設計は容易なものとな
っている。
【００３８】
［本実施の形態に係る第１のソケット３０及び第２のソケット８０の有する効果］
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、第１の筐体３１ａ、第２の筐体３１ｂ及び
蓋体５０で外郭が構成されるものである。たとえば、第２のピン接触片６０Ａ及び第１の
回転子４０ａが収容されるように、第１の筐体３１ａと蓋体５０とを嵌合する。そして、
スリット５２を介して接続部７３の一部及び第１のピン受け部７２ａを第１の空間Ｓ１側
に配置した状態において、接続部７３の他方、第２のピン受け部７２ｂ、第３のピン接触
片６０Ｂ及び第２の回転子４０ｂが収容されるように、第２の筐体３１ｂと蓋体５０とを
嵌合する。この組立方法は一例ではあるが、このように各部材を嵌合させることで第１の
ソケット３０を組み立てることができる。
　そして、実施の形態１に係る第１のソケット３０では、特許文献１のような連結部品を
設けなくても、２つの直管形照明ランプを直列に並ぶように配置することができるもので
ある。このため、連結部品が不要となる分、第１のソケット３０が取り付けられる照明装
置１０の長手方向の大型化を抑制することができる。
【００３９】
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、照明装置１０の長手方向の大型化を抑制す
ることができるため、意匠性を向上させることもできる。
【００４０】
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、特許文献１のような連結部品を設けなくて
もよく、その分、第１の直管形照明ランプ２０Ａと第２の直管形照明ランプ２０Ｂとを近
づけることができる。これにより、第１の直管形照明ランプ２０Ａの発光面と第２の直管
形照明ランプ２０Ｂの発光面との間隔を近づけることができ、光ムラが生じてしまうこと
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を抑制することができる。
【００４１】
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、特許文献１のような連結部品、及び２つの
ソケットを照明装置１０に取り付ける作業の分だけ、照明装置１０に組み付ける作業の時
間の抑制を図ることができる。これにより、照明装置１０の製造コストを抑制することが
できる。
【００４２】
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、第１のソケット３０を構成する部材を流用
することで第２のソケット８０を製造することができるものである。すなわち、第２のソ
ケット８０は、第１のソケット３０の第１の筐体３１ａ（又は第２の筐体３１ｂ）、第１
の回転子４０ａ（又は第２の回転子４０ｂ）、及び第２のピン接触片６０Ａ（又は第３の
ピン接触片６０Ｂ）を流用することで製造することができる。このように、第１のソケッ
ト３０は、第２のソケット８０と、大部分の部材が共用可能となっており、その分、製造
コストを抑制することができる。なお、大部分の部材が共用可能であるため、第２のソケ
ット８０について、第１のソケット３０とは別の構造の設計を行う負担が抑制され、開発
コストも抑制することができる。
【００４３】
　なお、第２のソケット８０の蓋体８１は、第１のソケット３０の蓋体５０とは形状が異
なっている。
　しかし、たとえば蓋体５０の一方の面の嵌合部５４及び爪部５５などを折ることで、蓋
体５０で蓋体８１を流用することができる。これにより、蓋体８１についての金型を作成
する必要がなく、その分、製造コストを抑制することができる。
　また、嵌合部５４及び爪部５５などを折って流用しない場合であっても、蓋体８１は、
蓋体５０の一方側の面、或いは他方側の面と同様の形状を有しているので、蓋体５０とは
形状が異なるものの、設計は容易なものとなっており、開発コストを抑制することができ
るものである。
【００４４】
　本実施の形態に係る第１のソケット３０は、第１のピン接触片７０を有しているもので
あり、１つの接触片で２つの直管形照明ランプ２０Ａ、２０Ｂに電気的に接続されるよう
に構成されている。このため、第１のソケット３０に接続する電線の数を減らすことがで
きるため、その分、接続不良を削減し、品質の向上を図ることができる。
【符号の説明】
【００４５】
　３　反射板、１０　照明装置、１１　器具本体、１３　ランプピン、１５　凸部、２０
Ａ　第１の直管形照明ランプ、２０Ｂ　第２の直管形照明ランプ、２０ａ　発光管、２１
ａ　第１の口金、２１ｂ　第２の口金、２３　ランプピン、２３ａ　軸部、２３ｂ　抜け
止め部、３０　第１のソケット、３１ａ　第１の筐体、３１ｂ　第２の筐体、３１ｃ　筐
体、３２　第１の開口部、３３　嵌合受部、３４ａ　器具取付部、３４ｂ　器具取付部、
４０ａ　第１の回転子、４０ｂ　第２の回転子、４０ｃ　回転子、４２ａ　切欠部、４２
ｂ　切欠部、４５ａ　接触面、４５ｂ　接触面、４６ａ　凹部、４６ｂ　凹部、５０　蓋
体、５１　爪部、５２　スリット、５３　回転保持部、５４　嵌合部、５５　爪部、６０
　ピン接続部、６０Ａ　第２のピン接触片、６０Ｂ　第３のピン接触片、６０Ｃ　ピン接
触片、６１Ａ　速結端子部、６１Ｂ　速結端子部、６２Ａ　ピン受け部、６２Ａ１　段差
部、６２Ｂ　ピン受け部、６２Ｂ１　段差部、７０　第１のピン接触片、７１　速結端子
部、７２ａ　第１のピン受け部、７２ａ１　段差部、７２ｂ　第２のピン受け部、７２ｂ
１　段差部、７３　接続部、８０　第２のソケット、８１　蓋体、Ｓ１　第１の空間、Ｓ
２　第２の空間、Ｔ１　第１の開口部、Ｔ２　第２の開口部、Ｔ３　開口部。
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